
医療･介護･福祉が連携したケア体制の充実に向けた取組

○ 地域包括支援センターを中心に，より一層，医療・介護・福祉が緊密に連携した切れ目
のないケア体制の充実を図ることを目的に，宇都宮市医師会の協力のもと，認知症ケアに
関する研修及び意見交換の場として，「認知症地域ケアネットワーク研修・意見交換会」
を設置・運営。
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◆ 「認知症地域ケアネットワーク研修・意見交換会」 の概要

・ 市内２５の日常生活圏域を５つのブロックに区分

・ 宇都宮市医師会からの推薦医（サポート医等）を，担当講師
としてブロック毎に設定

・ ブロック別担当講師が設定したテーマに基づく研修のほか，
「医療・介護・地域が連携した早期発見・早期診断のしくみ
づくり」など特定のテーマに沿った意見交換を実施



別紙様式 

 

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

①市区町村名 宇都宮市 

②人口（※１） ５１６，５４６人 （平成２５年３月末現在） 

③高齢化率（※１） 
（65 歳以上、75 歳以上それ

ぞれについて記載） 

65歳以上 １０８，１５４人 

75歳以上  ４９，５２４人 

（平成２５年３月末現在） 

④取組の概要 既存の地域包括支援センターブロック会議（５地区）を活用し，宇都宮市医師

会の協力のもと，認知症ケアに関する研修及び意見交換会に取り組むことによ

り，地域包括支援センターを中心に，より一層，医療・介護・福祉が緊密に連携

した切れ目のないケア体制の充実を図る。 

⑤取組の特徴 

 

ブロック担当医を設定することにより，地域包括支援センター職員が認知

症に関する医療的な相談などを必要とする際に，相談しやすくなる。 

⑥開始年度 平成２４年度 

⑦取組のこれまでの

経緯 

平成２４年３月  にっこり安心プラン（第６次宇都宮市高齢者保健福祉計

画・第５期宇都宮市介護保険事業計画）の重点事業とし

て「認知症高齢者等対策」を位置づけ，このなかで，地

域包括支援センターと医師会の連携強化として「認知症地域

ケアネットワーク会議（仮称）の開催」を新規計上 

平成２４年８月  市内５ブロックにおいて「認知症地域ケアネットワーク研

修・意見交換会（第１回）」を開催 

平成２５年２月～ 市内５ブロックにおいて「認知症地域ケアネットワーク研

修・意見交換会（第２回）」を開催 

⑧主な利用者と人数 地域包括支援センター職員 

⑨取組の実施主体及

び関連する団体・組

織 

宇都宮市医師会（認知症対策委員会），地域包括支援センター，宇都宮市 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 
企画・事業運営（平成２４年度予算額：４５４千円） 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 
無 

⑫取組の課題 認知症ケアパスづくりや多職種連携ツールづくりに向け，認知症地域ケアネ

ットワーク研修・意見交換会を中心に検討を進めていく必要がある。 

⑬今後の取組予定 今年度についても，平成２４年度同様継続して実施 

⑭その他  

⑮担当部署及び連絡

先 

宇都宮市保健福祉部高齢福祉課企画グループ 

電話 ０２８－６３２－２９０３ 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 
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